
当院倫理委員会規程による審査により承認された以下の人に対する医学系研究を実施いたします。関係各位

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

【研究課題】 

術中体腔洗浄細胞診断の意義と標準化 ―病理診断科系細胞診専門医の立場から― 

【研究対象症例】  

対象は、JR 広島病院臨床検査科内で 2004 年 6 月から 2021 年 10 月末まで、17 年 5 ヶ月間に提出された

術中体腔洗浄細胞診材料。 

【研究目的および意義】  

申請代表者は病理専門医で、全身臓器の腫瘍の病理診断を担当しております。症例数（含提出科別）、診断

（クラス分類等）を集計し、少数症例を提示することで、検体採取、処理、鏡検、そして診断のプロ

セスに関する提言を行うことができ、臨床細胞診断学の向上に寄与するためです。 

【研究方法】  

上記期間の症例に関して、症例数（含提出科別）、診断（クラス分類等）を集計し、少数症例を提示し

ながら、以上を踏まえて、提言を行います；その際には、大まかな年齢（〇〇代、男性等）と症状、

所見のみとします。オプトアウト後に解析を開始します。 

【研究代表者】        

中山 宏文   所属：教育研修部／診療部臨床検査科  職名：教育研修部長・臨床検査科主任部長 

【共同研究者】    

矢口 裕子 所属：臨床検査科   職名：臨床検査技師主任  

川西なみ紀  所属：臨床検査科   職名：臨床検査技師長 

中村 聖    所属：臨床検査科    職名：臨床検査技師  

井渕 真美  所属：臨床検査科    職名：臨床検査技師 

清水 丈明  所属：臨床検査科    職名：臨床検査技師 

【本研究に対する問い合わせ先】 

本研究に対するご質問等ございましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。また、試料および情

報が当該研究に用いられることについて研究対象者ご本人又は代理人の方にご了解いただけない場合には、

研究対象とはせずに、試料・情報を用いませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、

研究対象者ご本人又は代理人の方に不利益が生じることはございません。なお、研究結果が既に医学雑誌へ

の掲載や学会発表がされている場合はデータを取り消すことが困難な場合がございます。 

【問い合わせの窓口】   

・研究内容： 

JR 広島病院 臨床検査科（病理診断科） 中山 宏文 082-262-1170（病院代表）   

・試料および情報が当該研究に用いられることについて拒否する場合： 

JR 広島病院 臨床検査科（病理診断科） 中山 宏文 082-262-1170（病院代表）   


